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3. 学友ロータリアンが 10 万円寄付「毎年続ける」
中国出身の米山学友で、

第 2620地区甲府中央ＲＣに

所属する伊原  廣
ひろ

鴻
こ

さん

（1997-98／一宮ＲＣ）が 10

万円を寄付し、6 月 26 日の

例会にて第 1 回米山功労者

として表彰されました。 

現在は山梨県内で内科医

として勤務している伊原さ

んは、「米山奨学生に合格した時は、世界が変わ

ったかのように嬉しかったことを今でも覚えて

います。一宮ＲＣの当時のカウンセラーさんに

は何から何までお世話になり、本当に感謝して

います。これからは、米山奨学生だったことへ

の恩返しをするべく、毎年寄付を続けるだけで

なく、医療でも地域に貢献し

ていきたいです」と、力強く

今後の意気込みを語りまし

た。 

例会では、同地区の渡辺郁

米山記念奨学委員長が卓話

を行い、当事業の概要につい

て説明。質疑応答も行い、米

山奨学事業への理解を深め

ました。同クラブは、衛星クラブとしての活動

を経て、2022 年 4 月に正式にロータリークラブ

として始動。第 2620 地区内において女性比率 1

位のクラブとして 2 年連続で表彰された特徴的

なクラブで、2023 年 4 月からはモンゴルからの

奨学生を受け入れています。

4. 10 年の時を経てベトナムで再会
米山学友の累計数が 23,000 人を超え、今や世

界中で学友が活躍しています。今回は、10 年の

時を経て学友と再会を果たしたロータリアンの

話をご紹介します。 

第 2670 地区、阿波徳島ＲＣは 2013 年から 1

年間、ベトナム出身のディン・ミン・フィーさ

んの世話クラブとなりました。当時クラブ米山

委員長だった向井眞一会員によると、例会後共

に食事に行き飲み交わしたり、クラブの野球チ

ームに参加したりと、ディ

ンさんは「社交的で、明るく

真面目な性格の好青年」だ

ったそうです。奨学期間終

了後、ベトナムへ帰国した

ディンさんは、同地区の米

山学友であるフィン・チャ

ン・ティー・フェンさん（2011-13／美馬ＲＣ）

と結婚。向井会員にも結婚報告の連絡が届きま

した。直接お祝いすることは叶いませんでした

が、今年 6 月のベトナム出張を機に、ディンさ

んと再会。現在は不動産関係の職に就き、1 人

の父親として大きく成長した姿を目の当たりに

し、感銘を受けたそうです。 

現在も堪能な日本語を操るディンさんは、「ま

た日本に行ってクラブの皆さんに挨拶がしたい」

と思いを語り、クラブの

方へのお土産をくれたそ

うです。向井会員は、そ

の様子を帰国後の例会で

披露。10 年という月日が

流れても、変わらず素敵

な交流が続いています。 

渡辺委員長から感謝状を授与された伊原さん（右） 

2021 年 12 月に当会へ 100 万円をご寄付いただいた台湾出身の張忠信さん

（1961-64／東京ＲＣ、1964-65／東京日本橋ＲＣ）からこのたび、2 回目のご寄

付として 1,000 万円をいただきました。張さんは、自身と同じ台湾出身の米山学

友が累計で 3,500 人を超え、多くの後輩たちが巣立っていることに対し、喜びを

語りました。改めて、お気持ちに感謝申し上げます。 

学友からの高額寄付 

ディンさん（中央右）一家と向井会員（左） 
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